
項　　目 委　　員　　意　　見

子どもの貧困に有効な施策を実施するた
めには，鹿児島県における子どもの貧困
状況の把握が必要（前田部会長）

県内の生活が困窮していることがわかる
実態の把握も必要（下園委員）

子どもは自分が置かれている状況が支援
を受ける状態だと知ることは困難。子ど
もにとって身近な学校の先生が声かけを
してもらえたらと思う。（白鳥委員）

支援や対策を行っているが，なかなか数
字が改善しないのは，情報が浸透してい
ないのではないか。（下園委員）

校区や地域で，様々な支援の取組とつな
げていくことが有効（前田部会長）

３　児童クラ
　ブの無償化
　について

無償化になれば子どもを預ける人が増え
るが，受け皿が間に合うかどうか。生活
に困窮している家庭への手立てを考えた
方がいいのではないか。（下園委員）

子どもたちや保護者に現在ある子ども食
堂の周知ができているか。（下園委員）

子ども食堂を継続的に支援していくこと
が大事（前田部会長）

４　子ども食
　堂の広報に
　ついて

○　「かごしま子ども調査」の実施を検討し
ている。
○　令和４年度６月補正予算において計上し
た「生活困窮者等自立支援プラットフォーム
整備事業」において，子どもがいる世帯も含
めた生活困窮者の実態を調査することとして
おり，現在調査内容について調整中である。

○　「生徒指導対策総合推進事業」
・ 協議会や研修会を実施し，教員が児童生徒
のサインに気づき，適切な手立てを講じるよ
う，相談体制の充実を図っている。
・ スクールカウンセラーや臨床心理士等相談
員の派遣を行うことで児童生徒の相談体制を
整備しており，相談内容に応じてスクール
ソーシャルワーカーや福祉部局と連携を図っ
ている。
○　子どもの生活支援を更に周知するため
に，現在作成している子どもの生活支援に関
するガイドブック等を全教員へ配布し活用を
お願いしている。

○　子どもの生活支援に関するガイドブック
等を児童委員の研修会で配布し，説明を実施
した。また，ガイドブック等を全教員，子ど
も食堂へ配布し活用をお願いしている。支援
が必要な子どもへの着実なフォローが図られ
ることを期待している。

○　国の補助制度の市町村への周知，活用を
促し，放課後児童クラブの整備促進や支援員
資格取得者を増やすための周知広報を行って
いる。利用料については，無償化とともに，
無償化するまでの間の減免制度の創設を，国
に対して要望しているところである。市町村
においては，利用料減免措置を設けていると
ころもある。

○　子ども食堂立ち上げ応援プロジェクトで
総合的に支援を続けているところである。

○　県の登録子ども食堂は，県のHPに掲載
し，周知を図っている。
○　子ども食堂の開催に当たっては，地域の
児童委員やPTA，学校関係者，社会福祉協議会
等の方々の協力を得て，子どものいる世帯へ
のチラシ配りや声かけ等を実施している。
○　民間の取組ではあるが，KKBの情報番組J
チャン＋では毎週金曜日にこども食堂の開催
情報を紹介している。

第７回子どもの生活支援対策部会
委員意見に対する対応

対　　応　　状　　況

１　子どもの
　貧困調査に
　ついて

２　生活困窮
　家庭の子ど
　もへの支援
　について
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